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は、錐関 (yisuntebene jeguu-yin dabaga)、火
炭関 (yisunilur-un dabaga)、惣関 (yisun
qusigu-yin dabaga)、九つの火関(yisun 






























































































5 Sa.Narasun編“Ordus-unjang a r ali"、内蒙
古人民出版社、 1989年、 257頁。













(M.Eliade : Shamanism -Archaic Techniques 



















写真5 男性に関わる品物がゲ、ルの左(西側) 写真6 女性に関わる品物がゲ、ルの右(東側)
に置かれる。 に置かれる。
写真 7 入って左が男の座、右が女の座。
写真 8 UEI炉裂のある生活.自給 I~I 足の生活におい
ては、夕食後、家悠で夜なべ仕事をする。凶炉艇の
そばで、あIj (主制)がカカザにすわり火を守るなか、

























?????????????? ? 、 、 、?? 。
??????????、???? 、 、 ??、
段ボーノレに入れた供物lこ鮫子、ゆ
でた肉、牛乳で和えたモンゴ、ノレ黍、自ご飯、
おかず、魚、模け物が見られる。
写真 12 
?? ッ
木の枝を集めて薪にする。手前
は紙銭、左は供物が入った段ボールとヒcニ
ノーレ袋である。
写真 14 
